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笑顔でふれあい

産業まつり賑う

　第８回を迎えた壬生町総合産集まつりが、11月３

田町総合運動場で開かれ、秋晴れの下、約１万人び

くり出して盛況の１日となりました。

　会場には、地元の商・工・農業を楽しみながら理

解してもらおうと、工夫を凝らした出店・出品・展

示コーナーが設けられ、主婦や家族連れなどの人気

を集めました。

　特に本年は、商工会法施行30同年記念にあたるこ

とから､愛の献血やユニセフ募金への協力も行われ、

６万円余が集まるなど､大きな成果が上がりました。
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自
治
功
労
者
表
彰

町
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
三
十
三
名
を

表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た

｀Wﾀﾞ

町
発
展
に
寄
与
く
が
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
Ｊ
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
受
貧
者
一

人
ひ
と
り
に
表
彰
状
、
記
章
及
び
記

念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
万
は
次
の
と
お
り
で

長
年
に
わ
た
り
本
町
発
展
に
寄
与
　
　
す
。
（
敬
称
略
）

晴れの表彰を受けられた皆さま

さ
れ
た
方
並
び
に
他
の
模
範
と
な
る

行
為
を
さ
れ
た
方
な
ど
、
政
治
・
経

済
・
社
会
、
そ
の
他
各
方
面
に
お
い

て
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す

る
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
十
一
月
二

日
、
農
協
会
館
に
お
い
て
、
佐
藤
県

議
会
議
員
や
稲
葉
町
議
会
議
長
、
石

川
自
治
会
連
合
会
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
功
労
賞
と
し
て
二
十
九

名
の
方
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
設
け
た
表
彰
規
定
に
よ
り
本
町

自
治
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

た
四
名
の
方
に
対
し
、
特
別
功
労
賃

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
に
先
だ
ち
あ
い
さ
つ
を
し
た

清
水
町
長
は
「
壬
生
町
は
二
十
一
世

紀
に
向
い
県
内
で
最
も
発
展
が
期
待

さ
れ
る
町
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も

こ
こ
に
お
集
ま
り
の
三
十
三
名
の
方

々
の
人
並
な
ら
ぬ
ご
尽
力
の
た
ま
も
の

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
い
っ
そ
う
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、

□
㈲
㈲
昔
圓
」

表彰式のようす

大
粟
　
丹
波

　
　
　
田
谷
一
〇
四
五
番
地
一

篠
原
　
善
一
郎

　
　
　
安
塚
一
九
五
四
番
地
一

星
　
　
佐
一
郎

　
　
　
本
丸
一
丁
目
六
番
コ
八
号

渠
島
　
庄
左
工
門

　
　
　
下
稲
葉
二
四
一
〇
番
地
一

□
原
爆
囲

◇
八
年
以
上
町
長
・
町
議
会
議
員
の

　
職
に
あ
っ
た
者

　
柿
井
　
章
Ｅ

　
　
　
　
通
町
八
番
二
言
万

　
大
山
　
章
一

　
　
　
　
大
町
一
番
二
言
マ

　
川
島
　
芳
之

　
　
　
　
羽
生
田
一
七
一
六
番
地

　
山
口
　
佳
宏

　
　
　
　
至
宝
一
丁
t
l
1
1
S
I
K
＠

◇
八
年
以
上
助
役
の
職
に
あ
っ
た
者

　
清
水
　
生
一
　
（
繰
返
し
表
彰
）

　
　
　
　
羽
生
田
一
言
二
番
地

◇
十
二
年
以
上
農
業
委
員
会
委
員
の

　
職
に
あ
っ
た
者

　
荒
川
　
　
巌

　
　
　
　
中
泉
二
六
六
番
地

　
山
中
　
一
男

　
　
　
　
安
塚
九
四
七
番
地

◇
十
五
年
以
上
福
祉
委
員
の
職
に
あ

　
っ
た
者

故
鯉
沼
　
三
男

　
　
　
　
落
合
二
丁
目
一
〇
番
一
真
ゲ

〈
〉
二
十
年
以
上
条
例
又
は
規
則
で
設

　
置
し
た
非
常
勤
特
別
職
に
あ
っ
て

　
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者

　
青
木
　
邦
央

　
　
　
　
至
宝
一
丁
目
六
斎
二
三
号

　
荒
川
　
一
二
郎

　
　
　
　
大
師
町
．
四
番
三
九
号

　
荒
川
　
　
寛
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羽
生
田
四
二
五
番
地

板
橋
　
ヒ
ロ

　
　
　
藤
井
二
七
二
七
番
地
一

大
塚
　
　
之

　
　
　
壬
生
丁
二
八
〇
番
地
三
五

佐
藤
　
正
義

　
　
　
壬
生
乙
二
五
四
四
番
地
一

刀
川
　
　
功

　
　
　
北
小
林
七
三
五
番
地
一

田
漫
　
博
司

　
　
　
下
稲
葉
一
二
八
八
番
地

森
田
　
寛
＝
一

　
　
　
北
小
林
一
一
五
番
地
一

山
田
　
　
月

乳児・妊産婦の

　医療費の受け方
〈お問合せは役場福祉課まで〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
落
合
一
丁
目
二
三
番
四
号

◇
通
算
に
よ
り
、
二
十
年
以
上
司
職

　
員
及
び
収
入
役
の
職
に
あ
つ
た
者

　
山
本
　
多
喜
雄
（
繰
返
し
表
彰
）

　
　
　
　
大
師
町
一
五
番
二
三
号

◇
三
十
年
以
上
司
職
員
と
し
て
勤
務
し

　
成
績
優
れ
功
労
が
あ
つ
た
と
認
め

　
ら
れ
る
年
齢
五
十
歳
以
上
の
者

　
鈴
木
　
　
俐
（
繰
返
し
表
彰
）

　
　
　
　
中
央
町
一
四
善
一
四
号

　
福
島
　
勝
美
（
繰
返
し
表
彰
）

　
　
　
　
本
丸
二
丁
目
二
二
番
二
六
号

　
水
野
　
　
明
（
繰
返
し
表
彰
）

　
　
　
　
通
町
一
一
番
二
〇
号

　
乳
児
や
妊
産
婦
の
方
に
医
療

費
の
助
成
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

を
促
進
し
、
保
健
、
福
祉
の
向

上
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

乳
児
医
療
の
助
成

助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

ｏ
健
康
保
険
の
加
入
者

ｏ
町
内
に
居
住
す
る
方

ｏ
コ
皿
未
満
の
乳
児
の
保
護
者

受
給
期
間

ｏ
誕
生
か
ら
満
一
歳
に
な
る
日
（
誕

　
生
口
の
前
ロ
）
の
四
幅
す
る
月
の
末

青
木
　
マ
サ

　
　
　
至
実
〒
目
一
一
番
一
豆
号

荒
川
　
ミ
ヱ

　
　
　
大
師
町
一
一
番
六
号

白
石
　
博
英

　
　
　
本
丸
一
丁
目
一
番
三
号

鈴
木
　
健
太
郎

　
　
　
福
和
田
コ
二
七
三
番
地
三

竹
内
　
町
子

　
　
　
安
塚
八
七
八
番
地
三
一

山
名
　
延
男

　
　
　
羽
生
田
二
八
五
六
番
地
一

山
室
　
揚
子

　
　
　
安
塚
八
五
九
番
地
一
七

　
日
ま
で
。
ま
た
、
転
入
は
転
人
日

　
か
ら
、
転
出
は
そ
の
日
ま
で
が
受

　
給
期
問
に
な
り
ま
す
。

医
療
受
給
資
格
証
の

　
　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

Ｏ
佐
原
保
険
証
、
印
か
ん

受
給
期
間

ｏ
妊
娠
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
日
の

　
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
、
出
産
（
流

　
産
及
び
死
産
を
含
む
）
し
た
日
の

　
属
す
る
月
の
翌
月
末
日
ま
で
。
転

　
大
の
と
き
は
届
出
日
か
ら
。
転
出

　
の
と
き
は
そ
の
日
ま
で
。

医
療
受
給
資
格
者
証
の

　
　
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

ｏ
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

ｏ
母
子
健
康
手
帳

申
請
の
し
か
た

　
保
険
診
療
証
明
を
受
け
た
助
成
申

請
書
、
受
給
資
格
煮
証
の
記
号
番
号
、

加
入
保
険
、
金
融
機
関
名
な
ど
を
申

医
療
費
助
成
控
除
の

免
除
申
請
に
つ
い
て

　
助
成
対
象
者
の
世
帯
員
全
員
に
つ

い
て
、
町
鏝
板
の
課
税
が
な
い
場
合

は
、
一
丁
ｏ
Ｏ
Ｏ
円
の
控
除
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

申
請
の
方
法

〇
医
療
費
助
成
控
除
の
免
除
申
請
書

　
に
受
給
資
格
（
者
）
証
の
記
号
番
号
、

　
加
入
保
険
な
ど
を
申
請
煮
記
入
欄

　
に
記
入
・
捺
印
し
て
申
請
し
ま
す
。

〇
な
お
、
六
月
の
診
療
分
か
ら
は
、

　
再
申
請
が
必
要
で
す
。

ぬ
者
記
入
欄
に
記
入
・
捺
印
Ｌ
、
ル
　
そ
の
他

令
通
帳
（
受
給
者
名
義
）
を
持
参
し

て
役
場
福
祉
課
又
は
最
寄
り
の
出
張

所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

妊
産
婦
医
療
費
の
助
成
　
長
回
ゼ
エ
に
日
回
章

助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

Ｏ
健
康
保
険
の
加
入
者

Ｏ
町
内
に
居
住
す
る
万

〇
妊
娠
の
届
出
が
受
理
さ
れ
、
届
出

　
の
属
す
る
川
の
初
口
か
ら
、
出
産

　
し
た
目
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末

　
日
ま
で
の
万

ｏ
受
給
期
間
内
に
受
け
た
保
険
給
付

　
に
つ
き
、
一
部
負
担
金
を
窓
口
な

　
ど
で
支
払
っ
た
場
合
、
一
月
当
た

　
り
の
支
払
額
（
但
し
高
額
療
養
費
、

　
附
加
給
付
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
）

　
ヤ
サ
、
○
○
○
円
を
控
除
し
た

　
額
を
口
座
振
込
に
よ
り
助
成
し
ま

　
「
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
の
裏

面
に
書
い
て
あ
る
注
意
事
項
を
よ
く

お
読
み
く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
福
祉
課
に

お
問
介
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た

場
介
に
は
、
す
み
や
か
に
医
療
費
受

給
資
格
者
証
を
役
場
に
巡
し
て
く
だ

さ
い
。
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